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●近江八幡市桜宮町213-19 ジョイフルイン１階●TEL：0748-32-5636
●営業時間：11：30～L．O．14：00・18：00～L．O．21：30
●定休日：月曜日・火曜日不定休

ＢａＢａｒｂｅｂｅｔｔａ

、 を明記の上、
と 、 、 と共にお送りください。複数のペット

の応募の場合は、名前と写真が一致するように明記ください。

〒523-0893 近江八幡市桜宮町294 ＹＰ１株式会社ヤマプラ 滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室 
滋賀ガイドにも掲載されます。複数の投稿の場合も１回の掲載となります。お送りいただいた写真は返却できませんのでご了承ください。
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●長浜市北船町１-41●TEL：0749-63-4091
●開館時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
●入館料：大人300円 小中生100円
●休館日：12/29～１/３
●最寄りの駐車場：長浜駅西駐車場（有料）
　長浜鉄道スクエア新春企画展「鉄道・昭和のキオク展」
　・長浜鉄道スクエア　旧長浜駅舎２階
　・期間：～３/10（月）

■会期：～３/９（日）まで 
■時間：9：00～16：30（入館は16：00まで）
■場所：みなくち子どもの森 自然館
　　　（甲賀市水口町北内貴10）
■入館料：大人200円 小中生100円
■休館日：月曜日（祝日を除く）
■ 

●お問い合わせ：みなくち子どもの森 自然館 
               0748-63-6712

http://www.nagahamashi.org/tetsudou

近江八幡市の官庁街に本格イタリアンが

楽しめる「Ｂａｒｂｅｔｔａ」がオープンした。

落ち着いた店内では本場イタリアで修業し

たオーナーの岡村嘉洋さんが腕をふるう。

メニューはその日に手に入る旬の食材を見

てから決める。

今回いただいたのは、

【パスタランチ】（1575円）
・前菜３品
・日替りパスタ（３種類の中から選択）
・ドルチェ　・フォカッチャ
・ドリンク（エスプレッソ・コーヒー・紅茶）

この日の日替わりはボッタル

ガ（菜の花・ブロッコリー・カ

ラスミのパスタ）をチョイス。

パスタに絡んだカラスミは見た目が美しく、

絶妙な塩加減！

野菜がふんだんに使われた前菜３品は、

どれも素材の味がしっかりしていておいし

い！　それもそのはず、イタリアから持ち

帰った野菜の種を、岡村さんのおばあさ

んが地元で栽培しているという。

「カウンター越しにお客様の顔を見ながら、

年齢に応じて味付けを変えたり、食べる

スピードに合わせて料理をサービスしたり

しています」と岡村さん。

ワインの種類も充実しており、昼はパスタだ

けだが夜はそれ以

外のメニューも楽

しめる。（取材・福本）

甲賀市にある「みなくち子どもの森」の自

然館では、冬季特別展「キノコを楽しも

う」を開催中（３月９日まで）。  

キノコは保存が難しく、乾

燥させると色も形も変

わってしまうため、そのま

ま展示するのは難し

い。そこで、みなく

ち子どもの森・自然

観察指導員の横山明

子さんが、キノコに親し

みを持ってもらえるようにと、１年以上

かけて紙粘土で本物そっくりのレプリカ

を製作した。面白い形、きれいな色……

森の中で見つけたらさぞ驚くようなキノ

コが勢ぞろい。入館時にはキノコにまつ

わるクイズが書かれた用紙を受け取る。

訪れた子どもたちは答えを探して展示

に熱心に見入っていた。

また、キノコのスタンプや、毛糸で編ん

だぬいぐるみのキノコもすべて手作り。

大きな本物のキノコに触れるコーナー

や折り紙コーナーもあり、スタッフの心

意気と手作りの温かみが伝わってくる。

人気のキノコクラフト作りは毎

週土・日・祝日の10：00～15：30

なら自由に参加できる（材料

費100円。材料がな

くなり次第終了）。

「キノコは動物でも

植物でもなく

菌類です。種

類も豊富で色

や形、育ち方

もさまざまで

す。落ち葉を

分解して土にしたり、根っこでほかの植

物と栄養をやりとりしたりする生き方か

らは、自然の循環の素晴らしさを感じま

す。観察すればするほど面白いですよ。

ぜひ見にいらしてください」と横山さん。 

大人もワクワクしてしまうキノコがたくさ

ん。親子で訪れてみてはいかが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材・高井）

冬季特別展冬季特別展「キノ「キノコを楽しも楽しもう」
入り入り口前にあ口前にあるジオラマジオラマ
冬季特別展「キノコを楽しもう」
入り口前にあるジオラマ

キノコクラフト作り
【受付時間：土・日・祝10：00～15：30の自由参加】
　・キノコのマグネット/材料費100円 
　・キノコの絵はがき作り/材料費100円
  ※材料がなくなり次第終了

オーナーオーナーの岡村嘉洋の岡村嘉洋さんさんオーナーの岡村嘉洋さん
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ソライロタケソライロタケソライロタケ

辻村良三さん辻村良三さん辻村良三さん

ヘッヘッドマーマーク
日本海日本海

ヘッドマーク
日本海

7272（昭和昭和4747）年に年に
日本の鉄道が本の鉄道が100100周年を周年を
迎え迎えたこたことを記念して

作られたれた入場券入場券

72（昭和47）年に
日本の鉄道が100周年を
迎えたことを記念して

作られた入場券

ＳＬＳＬと一緒に写真撮一緒に写真撮影も楽影も楽しめるしめる
（撮影不撮影不可のエ可のエリアあアあり）
ＳＬと一緒に写真撮影も楽しめる
（撮影不可のエリアあり）

http://barbetta.jp

気軽に楽しめる
ンアリタイ格本 が

気軽に楽しめる
ンアリタイ格本 が

おかじょう　き

長浜市にある「長浜鉄道スクエア」を訪れ

た。ここは明治のころ、北陸線の始発駅

として陸蒸気の汽笛が響いていた場所。

今は「長浜鉄道文化館」「北

陸線電化記念館」「旧長浜

駅舎」の３施設が建つ。

長浜鉄道文化館には鉄道

模型が展示されており、ス

タッフに頼むと動かしてくれ

る。今回は、旧国鉄の機関士で機関車など

を運転していた辻村良三さんにお願いした。

走り出したのはボンネット型の雷鳥と新幹

線。館内は66㍍にも及ぶレールがぐるり

と一周し、背景に琵琶湖周辺の景色が描か

れている。凝っ

た演出に感心

した。展示内

容は半年に1

回程の割合で

替わるという。

北陸線電化記念館には、北陸線で活躍

した歴史的車輌の「ＥＤ70形１号機交流電

気機関車」と、デゴイチの愛称で親しまれ

ている「Ｄ51形793号機蒸気機関車」が展

示されている。

旧長浜駅舎は、現存する日本最古の駅舎

として、第１回の鉄道記念物に指定され

ている。階段の手すりには「明治15年３月

10日建造」のプレートが付けられ時代を感

じる。こちらで現在、新春企画展「鉄道・

昭和のキオク展」

が開催されてい

る（３月10日まで）。

昭和を感じさせ

る懐かしい展示

品を見ながら、

鉄道の発展や時

代背景を学んでみ

よう。　（取材・高原）

　　　　　　　　


